


















































































































































































３． （1 から 5枚まで順に大きくなるよう中心に
穴をあける。
４． 4つ切り画用紙で切込みを入れた3角柱をつ
くる
５． 3角柱の切込みに5枚の絵を差し込み穴から
3角柱を覗いてみる。
６．創作を加え、独自の空間をつくる
７．タイトルをつける
この覗き込んだ空間は 5枚の絵画がレイヤー
状に重なり線の重なりと画用紙の重なりがより
不思議な空間を生み出す。この空間にさらに手
を加えることによって独自の空間を生み出すこ
とができる。色画用紙でそれぞれの層に具体的
な動物などの形、色を加えることによって、視
覚の面白さに加え、物語性のある空間にも発展
させることができる。本来日本の庭園や、舞台
美術などの空間の広がりはこうした平面の平行
な重なり、レイヤー状の感覚で構成されており、
日本人にはなじみのある立体の空間ではないだ
ろうか。参加者はそれぞれ自分の作った空間を
のぞきながら、色画用紙などで、具体的な形を
付け加え思い思いの世界を作り上げていた。
4．実技講習会　作品鑑賞と感想
1）作品鑑賞会
教員免許講習会では終りに以下の方法で鑑賞
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会を行った。
・机の上に設置した作品の横に、氏名とタイト
ルをつけたコメント用紙を置く。
・各自筆記用具を手にそれぞれの机の上の作品
を鑑賞し、その作品に対する感想、コメント
を記入する。
2）実技講習会の感想
以下は受講者の講習に対する感想の抜粋であ
る。（原文そのままを使用）
＜自分の保育に活かすなら＞
・「一人ひとり出来上がった音のイメージを横
につなげていき音楽の流れを符線のようにみ
んなの音の絵にする。」
・「童謡やピアノのリズム、強弱に合わせて、ク
レパスで好きなようにイメージを膨らませて
描いてみたい。」
・「子どもたちの曲にも色々のテンポや調の曲
があるので取り組みやすい曲（長さも大事）を
選んでやりたい。」
・「私自身、描画が苦手で保育の中で描くという
ことが少なくなってしまっている気がする。
音楽をかけての描画は集中できると思う。『あ
れを描こう』ではなく自由に描いてみるとい
うのは子どもたちにも新鮮だと思う。しかし、
逆に『どうしたらいいかわからない』という
子もいると思う。手の動くままに思い切り描
くということも体験できるようにしたい。
 ～（中略）私は考えすぎてそれを表現できな
くなってしまうタイプだ。そのため子どもた
ちに完成品を求めてしまい、子どもたちの『絵
が苦手』という意識を生み出してしまってい
ることに気付いた。描く中で生まれてくるも
のを大切に子どもたちの『楽しい』『またやり
たい』という気持ちを引き出していけるよう
にしたい。素材をしっかり知るというのも今
のうちに体験しそこからどう応用していった
らいいかを考える力が芽生えるようにしてい
きたい。」
・「音楽は静・動・速・遅など様々な種類の音楽
を子どもの実態に合わせて選ぶ。ときには小
さな紙を沢山配り短い音を聞かせてその音か
らイメージする。形や色を 1種類の音につき
1枚書き込む。そして音から生まれた多くの形
や色を大きな画用紙の上に構成しなおし、絵
でハーモニーを作る。鑑賞する。」
・「絵にするならば、作曲者や、題名がわかって
いないほうがよい。曲ではなく何か生活の中
の音、水や風、電車など通る町の音、無作為
に立てた様々な音など「音」から発想するこ
とを授業にいかしたい」
・「音楽を聴きながらのクレパス画も同じ曲で
も人によって色々な表現がある。人の作品を
見ながらその人の感じたことが伝わってく
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る。子どもの絵を通して子どもの心をみるこ
とができるような保育者になっていきたいと
感じた。」
・「描画も線だけしか描いていないけれど立派
な作品になりました。線だけの作品をいろい
ろな素材で描くことによってもっと迫力のあ
る作品ができました。こちらの与え方でもっ
と幅のあるものができるのではないか、また、
制作の過程を楽しむことの大切さを改めて感
じました。」
・「絵については現在『なぐり描き時代』の子ど
もたちに接しているので今日は子どもの気持
ちになり作品の精度より課程を楽しんで描き
ました。音楽を聴きながら絵を描くことにつ
いては意図的にやってみたことがなかったの
でゆったりとして音楽をききながら思ったよ
うに線を描く心地よさを実感しました。子ど
もたちは筆圧がなく線にならず点を描く子も
いますが紙いっぱいに描く楽しさを小さいう
ちから思う存分楽しんでほしいと思いまし
た。あえて一色で表現することで線に集中で
きるという面も面白かったです。子どもたち
にも視覚に加えて触覚も刺激にしながら表現
することの楽しさを伝えていけたらよいと思
います。」
＜鑑賞会について　今後の保育について＞
・「上手くできかったな、と自己反省するような
自分の作品でも他の人から認めの言葉をもら
うと嬉しいものである。それは子どもならな
おさらのことだと思うので、良し悪しを判断
するような言葉ではなくその子の頑張りや工
夫をみてほめてやれるよう、自分の感性も磨
いていきたいと感じた。」
・「自分の作品を人に評価してもらうことはこ
わかったりするけれども沢山認めてもらえる
表現があったことで自分に自信がもてた。ま
た人の作品を評価するときにでもこの作品の
工夫したところはどこだろう？テーマをみな
がら楽しく良いところや工夫したところに目
が向き感想がかけた。」
・「作っている過程を大切にし、一緒に楽しむこ
とで自由に表現することが楽しいことだとい
うことを幼児期のうちに身につけられるよう
にしたい。」
・「声をかけながら発する言葉を大切にしてい
きたい。無理に題名をつけるのではなく、子
どものことばやかいている姿勢をもっともっ
と大切にしていきたい。」
・「保護者の方にも同じ体験をしてもらい、絵は
うまい下手ではないことを感じてもらえたら
子どもたちへの言葉がけや関わり方も変わっ
てくると思います。」
・「日々楽しいと感じて過ごせること、一人ひと
りが大事にされていると感じていれば表現す
る遊びも大好きになるだろうとおもいます。」
・「『正解』『不正解』。とくに塾や幼児教室に通
う子はその 2つの中で生きている子が多いよ
うに思います。その親もそうなので親子また
は親の工作教室を開いてみたいです。」
5． 今後の保育者養成機関での造形指導に
ついての考察
子ども、学生の絵画に対する苦手意識をなく
し自己肯定感を高めるためにはどうしたらよい
か。造形指導の場で常に考えていることである
が、やはり大切なことは結果を求める前に経験
値を増やすことだと思われる。しかし、そこに
至る過程で子どもたちや学生が「やらされてい
る」と感じ、義務感からそれを行うならあまり
意味がない。子どもの「してみたい」という興
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味を引き出す。そのために描画活動に「音」を
取り入れたり、3Dの視覚効果を用いたりしてみ
たがそれは単にきっかけであり、入り口である。
「視野を広げる造形活動」というテーマをもと
に、素材あそびからの発展の描画活動、またそ
の描画活動をさらに活かす造形活動の提案とい
うことでこの講習会を企画したが、「視野を広げ
る」対象は、子どもと保育者、教育者を含んで
いる。免許更新講習会というきっかけで、様々
な現場の声を聞くことができた。そこで、現場
の指導者の抱えている問題もわかる。これから
の子どもたちの造形活動を考えて行く時に保育
者養成機関と、教育の現場の繋がりはますます
密になる必要性を感じる。また、感想の文章に
もあるように、子どもの活動に対しての理解の
ために保護者とも、造形活動のみならず様々な
活動を共にすることが大切であるだろう。そし
て指導者自身が個人的な苦手意識に囚われるこ
との前に見つめるべき子どもの視点について考
えていきたい。
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